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紀の川市は、東洋大学、TOPPAN㈱、㈱和環、紀陽銀行、和歌山県などと共に八朔果皮に

含まれる成分（オーラプテン）を活用した“熱中症対策商品による地域産業創出”を目指

しています（ハッサクプロジェクト）。この座組の目的は地域産品の創出による地域経済の

活性化であることから、以下のシンポジウムを開催いたします。 

  

当シンポジウムは、和歌山県による６次産業支援や技術支援、民間企業による販路拡大

支援などについて事例を交えて説明させていただくなど、新たな地域産業となる食の地域

産品創出を「農業」と「商工業」に従事されている皆様が一緒になって考える機会となる

ことを目的としています。 

 

 
 

 

 

 

 

 

農業と商工業による地域産品創出を考えるシンポジウムを開催 

【本件に関する問い合わせ先】 

和歌山県 紀の川市役所 農林商工部商工労働課 岩橋・田村・北山 

TEL：0736-79-3901 FAX：0736-77-0917 E-MAIL：k030500-001@city.kinokawa.lg.jp 

【開催概要】 

■日 時…令和６年２月２９日（木） 午後２時開演 午後１時３０分開場  

■会 場…粉河ふるさとセンター小ホール（紀の川市粉河５８０） 

■主 催…農林水産省「知」の集積と活用の場プラットフォーム“熱中症予防対策商品

による地域産業創出”      

■共 催…紀の川市  

■内 容…第１部 取組講演  

・６次産業支援（和歌山県振興財団） 

      ・食品開発技術支援（和歌山県工業技術センター） 

      ・販売経路拡大支援（株式会社ロカリスト） 

      ・農産物由来の機能性活用（東洋大学） 

     第２部 パネルディスカッション 

和歌山県・紀の川市 

 
～２月２９日（木）午後２時開演～ 

 


